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【書評】

・田畑 潤氏 2014年6月 六一書房書評コーナーでご覧いただけます

・『季刊考古学』第129号に飯島武次先生による書評が掲載されています。

【内容】

西周の青銅器はなぜ作られたのか

『史記』の記載によれば、周は夏・殷に続く第三の王朝であり、その王権の弱体化の
のち春秋戦国期の社会再編成を経て秦漢帝国が誕生した。戦国時代の騒乱の背後に見
え隠れするのは、西周時代以前のあるべき「中華」世界の恢復という観念である。し
かしながら西周期の社会において、そもそも恢復されるべき実態がどこまで存在して
いたのかという問題を解決するためには、考古資料に基づいて当時の社会を実証的に
検証することが不可欠である。

本書では西周時代の青銅器、特に儀礼の場で使われた青銅彝器に焦点を当てながら、
西周王朝の政治的な構造と王朝的枠組みの広がりを検討し、西周時代における王朝の
実態を明らかにすることを試みる。その実相に近づくことで、中国の古代国家形成過
程の中で西周時代が果たした役割が明らかになるであろう。(東京大学博士論文に加
筆刊行)

【目次】
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津南讀書2018

汉学

评论

算是凭借汉字＋脑洞阅读法草草翻了一遍，在阅读了李峰的相关研究后（而且松丸道雄
的研究在李峰的书里介绍也颇多……）读本书新鲜感读着实少了许多。不过在若干具体
的方面还是很有启发（西周晚期礼制变化的解释和窖藏的性质等）。令人印象深刻当然
还是日本学者的谨严与活泼并存的行文方式，既有脑洞，又有论证，本书就绘制了相当
多的图表进行了细致的对比，在参考文献里还细心地按照出土的地域对原始材料进行了
分类，可见功夫之深。
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